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三井住友海上あいおい生命の目指す姿

経営・戦略について

当社はＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの一員として、「経営理念（ミッション）」「経営ビジョン」「行動指針（バ
リュー）」を目指す姿に掲げ、全役職員が共有しています（７ページ MS＆ADインシュアランス グループについて「目指
す姿」参照）。
また、「三井住友海上あいおい生命　行動憲章」を定め、上記「行動指針（バリュー）」の具体的な活動を示すとともに、中
期経営計画（２０２２－２０２５）では、「すこやかな未来を保険でつくる」とのスローガンのもと、事業活動に取り組んでい
きます。

三井住友海上あいおい生命　行動憲章

わたしたちは、保険事業の社会性・公共性を原点として、
◦お客さまに安心と満足をお届けすることを使命とし、
◦公平、公正で倫理的に正しい行動を最優先し、
◦常に十分なコミュニケーションを心掛けて、適切かつ積極的に広く情報の開示を行い、
社会の誰からも信頼され、すべての社員が誇りに思える会社を目指します。

わたしたちは、企業の社会的責任として、次の7つの責任を果たします。

三井住友海上あいおい生命　中期経営計画（２０２２－２０２５）のコンセプト

お客さま満足を活動の原点に据え、多くのお客さまから「感謝」「感動」「信頼」をいただくことで、社会との共通価値を
創造し、持続的成長につなげる好循環を実現します。

三井住友海上
あいおい生命

お客さま
への責任

代理店
への責任

社員
への責任

環境
への責任

地域社会への
責任

取引先
（委託先、購入先等）
への責任

株主
への責任

「お客さまの安心と満足」を活動の原点
におき、代理店とともに最高品質の商
品・サービスを提供します。

「重要なビジネスパートナー」
である代理店と協力して
お互いの繁栄を目指します。

会社を支える社員が、
働きやすく、やりがいを
感じられる職場を実現
します。

未来に向けて、地球環境の
保全と改善に取り組みます。

企業価値の向上と適正な
利益還元を通じて、株主
の期待に応えます。

取引先（委託先、購入先等）
との健全な関係を保ち、

共に社会的責任を
果たします。

地域社会との良好な関係を
築き、その一員として相互
発展を目指します。

目指す姿 お客さまの「笑顔で長生き」を応援し、すこやかな未来を支える健康長寿サポーター

スローガン すこやかな未来を保険でつくる

お客さま本位の業務運営について

当社は、MS&ADインシュアランス グループが掲げる「経営理念（ミッション）」「経営ビジョン」「行動指針（バリュー）」の
もと、「健康で安心なくらしを支える生命保険会社」として、「お客さまの安心と満足」を活動の原点において、「お客さま
本位の業務運営に関する方針」を策定しています。
なお、本方針は、「消費者志向自主宣言」でもあり、当社は消費者志向経営にも誠実に取り組んでいます。

お客さま本位の業務運営に関する方針

当社は、行動指針として掲げる５つのバリュー※を常に意識し、コンプライアンスと一体で「お客さま本位」の業務
運営を行います。
また、社会環境の変化に対応するとともに、ご高齢のお客さまを含むあらゆる世代のお客さまや障がいのあるお
客さま等、一人ひとりのお客さまに寄り添った業務運営を行います。
※５つのバリュー：お客さま第一、誠実、チームワーク、革新、プロフェッショナリズム

方針1．行動指針として掲げる５つのバリューを活動の原点におき、
　　　「お客さま本位」の業務運営を行います

当社は、お客さまにご満足いただけるよう、お客さまのニーズに沿った商品・サービスの開発・改善に取り組みます。
（１） ニーズを的確に把握し、社会環境の変化や健康志向の高まり等に迅速かつ柔軟に対応した、社会課題解

決に資する商品・サービスを開発します。
（２） わかりやすく、ご満足いただける商品・サービスを開発します。
（３） 商品発売後も継続的に商品・サービスの改善に取り組みます。

方針2．お客さまにご満足いただける商品・サービスを開発します

当社は、保険金・給付金等を迅速・適切にお支払いするために、お客さまへのわかりやすい説明と事務態勢の
構築・利便性向上に取り組みます。

（１） 保険金・給付金等をもれなくお支払いするために、ご契約内容について定期的に確認いただくよう取り組
みます。

（２） 保険金・給付金等をわかりやすく簡便な手続きでお支払いできるよう取り組みます。

方針5．保険金・給付金等を迅速かつ適切にお支払いします

当社は、お客さまの利益を不当に害さないことに高い意識と価値観を持って、適切な業務運営を行います。
また、利益相反のおそれがある取引を適切に管理します。

方針6．お客さまの利益を不当に害さないよう適切に業務を行います 

当社は、お客さまのニーズに沿った最適な商品・サービスを提供できるよう、適正な保険募集を行います。
（１） 適切な商品をお選びいただくため、ライフプランやご契約の目的、公的保険制度等を総合的に勘案し、ご

意向を踏まえた提案を行います。
（２） 商品内容および投資性商品に関するリスク等を含む商品特性やその商品を提案する理由について、十分

理解いただけるよう、わかりやすく丁寧に説明します。

方針3．お客さまの視点に立った保険募集を行います

当社は、お客さまの情報も含め、大切なご契約を適切に管理します。
（１） ご加入後も、ご契約内容の確認や各種情報提供等のアフターフォローを定期的・継続的に行います。
（２） ご加入後のお手続きについて、利便性向上に取り組みます。
（３） お預かりした保険料について、財務の健全性に留意した資産運用を行います。

方針4．お客さまの大切なご契約を適切に管理します

当社は、お客さまの声に対し迅速・適切・真摯な対応を行います。
また、より多くのお客さまの声を集め、お客さまの満足度向上に向けた業務改善に真摯に取り組みます。

方針7．お客さまの声を業務運営の改善に活かします

当社は、法令遵守にとどまらない高い倫理観のもと、「お客さま本位」の価値観が企業⽂化としてより一層定
着するよう、社員・代理店への教育等を通じて「お客さま本位」の⾵⼟を醸成します。

方針8．「お客さま本位」の風土を醸成します
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本方針の定着を図るため、取組状況を客観的に評価する成果指標：KPI （Key Performance Indicatorの略）を設定
し、2025年5月には、2024年度の具体的取組状況とともに各指標の2024年度末状況を公表しました。各方針の主
な具体的取組等につきましては、オフィシャルサイトをご覧ください。

【成果指標：2025年度のKPI（お客さま本位）のイメージ図】

これらの指標間の関連は、④・⑤を含むさまざまな取組みがどのように評価されているかを②・③で表し、①はそれら
の結果が最終的に表れる指標と位置付けています。
※１ お客さまのお申込日の翌日から、契約が成立する日までの営業日数の平均値
※２ お客さまから保険金・給付金請求書類を会社・代理店が受け付けた日から、着金日までの営業日数の平均値

これからも、お客さまに安心と満足をお届けし、お客さま・社会から信頼される企業として
成長し続けるため、「お客さま本位の業務運営に関する方針」に基づく取組みをさらに推進し
てまいります。

評価・取組みに関する指標

評価・取組みの結果が表れる指標
①お客さまの数（保有契約件数）

お客さま満足度
②会社

③代理店・募集人
④新契約成立日数（※1） ⑤保険金等支払

　所要日数（※2）
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三井住友海上あいおい生命 中期経営計画（2022ー2025）

経営数値目標

DX戦略・取組の全体像

コンセプト 重点課題について

課題 概要

最重点課題 ＭＳＡ風土の創造 Ｍ（みんなで）、Ｓ（主体的に）、Ａ（アクションする） 企業風土を創造する

重点課題

トップラインの回復（販売力
強化）とそれを支える商品・
サービスの投入

コンサルティング販売を推進し、保険商品とＭＳＡケアの一体提供、プライマリー生命
商品を加えたフルラインアップで、差別化戦略を展開する

ＤＸ・ヘルスケアによるＣＸ、
生産性の飛躍的な向上

「商品競争力向上と社会課題解決に貢献するへルスケアサービス」、「お客さま体験価値
の向上・業務の変革」を実現する

市況環境を踏まえたＥＲＭ、
「攻め」と「守り」の強化 「運用力強化（攻め）」と「健全性確保（守り）」をバランスよく展開し、企業価値の向上を図る

人的資本経営の強化 組織力の強化と人財の強化を同時に進めることで、多様な社員一人ひとりの価値を最大
限に引き出していく

リスク管理の高度化、
サイバーリスク対応の強化

法務・コンダクトリスクに対する３ラインディフェンス、サイバーセキュリティ対策の有効性・
インシデント対応能力等を強化する

目指す姿 お客さまの「笑顔で長生き」を応援し、すこやかな未来を支える健康長寿サポーター

スローガン

CSVの推進と持続的成長

～「感謝」の実現～
①強みの深化・変革

強みを深化・変革し、お客さま
から一層感謝の声をいただく商
品・サービス、お客さま対応を
実現

新たな価値を創造する取組みに
より、お客さまに感動いただける
商品・サービスを提供し、飛躍的
成長を実現

収益性・健全性をさらに向上さ
せ、成長投資拡大のスパイラル
を回し、お客さまから永続的な
信頼を獲得

～「感動」の追求～
②新たな価値の創造

【 基　盤　戦　略 】
経営基盤の強化・企業文化創造

C2（お客さま本位・コンプライアンス） サステナビリティ グループシナジー 人財育成 システム

成長投資の拡大

商品・サービス（含むヘルスケア） 販売・チャネル
新ビジネス創造 DX

お客さま対応プロセス
ERM 収益構造革新

資産運用

～「信頼」の強化～
③強靭な企業体質の確立

（　　　 内には戦略項目を記載）
【 基　本　戦　略 】

すこやかな未来を保険でつくる

最終的なゴールとなるKGI（Key Goal Indicator：重要目標達成指標）と
KGI達成のプロセスであるKPI（Key Performance Indicator：重要業績評価指標）の

２段方式で設定

４００億円

※3 新契約の将来価値の総額である、新契約ＣＳＭ（税引後）
※4 保障性商品が集計対象

４１５万件

新契約価値（※3）

２,７５０億円

保有契約
年換算保険料（※4）

保有契約件数
（ＭＳＰ契約を含む）

※1 当社の時価ベースの企業価値である、ＣＳＭ（保有契約価値、税引後）とＩＦＲＳ純資産を合算した額
※2 日本基準の会計上の当期純利益に、危険準備金・価格変動準備金繰入・戻入額、機能別再編に関する
システム開発費等を調整した利益

企業価値（※1） 

１兆円 ＩＦＲＳ純利益：８００億円
修正利益（※2）：３２０億円

利益

Goal
KGI

Performance
KPI

２５％

生保併売率

データ活用による業務の高度化
AI活用による業務の自動化・省力化本社社員

効率的な営業活動の定着
データやAIを活用した営業の実践営業社員

専門人財の拡充、デジタル人財の育成、データ分析・生成ＡＩ等の迅速な活用に必要な基盤を整備
グループシナジー人財育成

データマネジメント
（ガバナンス含む）事業投資システム基盤・

開発体制デジタル人財育成DXインフラ　　基盤の整備

サステナビリティ新規ビジネス創造グループシナジー商品・サービス 収益構造革新販売チャネル

デジタル活用に
よる生産性の
飛躍的な向上

販売チャネル お客さま対応プロセス
保障前後の
サービスの提供

お客さま向けサービスの連携により
シームレスにサービスを利用お客さまお客さま体験

価値（CX）の向上

デジタル技術で、お客さまへの最適なサービス提供
「リアルの接点」高度化、「デジタルの接点」拡充を実現

保障一体のヘルスケアサービスを通じ、お客さまの「すこやかな未来」を
支え、CSV×DXを加速

ヒト×デジタル　　　による事業変革 ＜感謝＞

MSAケアWebサービスのグループ共同
利用の強化、保険外収益獲得の試行

保障前後の領域に先進的なヘルスケア
サービスを提供しトップライン向上に貢献
営業活動へのＭＳＡケアの浸透
MSAケアWebサービスの法人機能拡充
サービス追加による商品価値向上

による付加価値創造 ＜感動＞

■「お客さま体験価値の向上・業務の変革」を実現→お客さまからの「感謝」を実現
■商品競争力向上と社会課題解決に貢献するへルスケアサービスの実現→お客さまからの「感動」を追求

Ⅰ ヘルスケアサービス
（CSV×DX） ⅡⅡ

２1

３

4 5 6 7ⅢⅢ

お客さま
募集人
営業社員

お客さま満足を活動の原点に据え、多くのお客さまから「感謝」「感動」「信頼」をいただくことで、社会との共通価値を
創造し、持続的成長につなげる好循環を実現します。

第１ステージの総括、事業環境変化、グループ生保事業の方向性等を受けて、第２ステージでは、以下の課題に 
重点的に取り組んでいきます。

1 〜 7 が取組項目
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【保有契約年換算保険料の推移】

4,281億円（個人保険・個人年金保険）

保有契約年換算保険料

「基礎利益」とは、1年間の保険本業の収益力を示す指標の
一つです。
ここでいう保険本業とは、お客さまからいただいた保険料
や資産運用による収益から保険金・年金・給付金等をお支
払いしたり、将来の支払いに備えるために責任準備金を
積み立て、運用することなどをいいます。
また、「基礎利益」に、有価証券売却損益などの「キャピタル損
益」と、危険準備金などの「臨時損益」を加減したものが「経常
利益」となります。

基礎利益484億円　経常利益506億円

基礎利益と経常利益

402.2万件（個人保険・個人年金保険）

代表的な経営指標について、2024年度の状況は以下のとおりです。

【お客さまの数の推移】

個々のお客さまに対して生命保険会社が保障する金額の
総合計です（例えば、個人保険では死亡時の支払金額等の
総合計）。

月払や一時払等、さまざまな支払方法で受け取った保険料
を１年分に換算した保険料の総合計です（例えば、一時払契
約では受け取った保険料を保険期間で除した金額）。

【保有契約高の推移】

21兆5,914億円（個人保険・個人年金保険）

代表的な経営指標

お客さまの数（保有契約件数）

保有契約高

【逆ざやの状況】

保険料の計算にあたって、資産運用による一定の
運用収益をあらかじめ見込み、その分保険料を割り
引いて計算しています。この割引率を「予定利率」と
いいます。
そのため、毎年割り引いた分に相当する金額（予定
利息）を運用収益などで確保する必要があり、この予
定利息分を運用収益などでまかなえている状態を

「順ざや」、まかなえていない状態を「逆ざや」といい
ます。
2023年度では66億円の逆ざやでしたが、2024年
度では53億円の順ざやに転じ、基礎利益484億円を
確保しています。

※1「基礎利益上の運用収支等の利回り」とは、基礎
利益に含まれる一般勘定の運用収支から契約者
配当金積立利息繰入額を控除したものの、一般
勘定責任準備金に対する利回りのことです。

※2「平均予定利率」とは、予定利息の一般勘定責任
準備金に対する利回りのことです。

※3「一般勘定責任準備金」は、危険準備金を除い
た責任準備金について、以下の方式で算出し
ます。

　　（期始責任準備金 ＋ 期末責任準備金 － 予定利
息）×1/2

逆ざや額 ＝ （基礎利益上の運用収支等の利回り（※1） 

－ 平均予定利率（※2）） 
× 一般勘定責任準備金（※3）

402.2
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0

403.1398.1 401.8401.8 403.2万件万件
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※ 団体保険を含む保有契約高は、31兆5,367億円

2023年度に比べ14億円増加し、296億円となりました。

296億円

当期純利益

当社は、MS&ADインシュアランス グループ ホールディン
グス株式会社が100%出資する子会社であり、2024年度末
は、855億円です。

855億円

資本金

2023年度末の5兆1,608億円から0.5%増加し、2024年度
末は、5兆1,872億円です。

5兆1,872億円

総資産

総資産に占める有価証券残高の比率は93.9％です。有価証
券残高のうち83.0％にあたる4兆425億円を国債・地方債・
社債で運用しています。139ページに「VI.4.（1）①b.当社の
運用方針」、145ページに「VI.4.（12）有価証券明細表」をそ
れぞれ掲載していますので、ご参照ください。

4兆8,721億円

有価証券残高

総資産に占める貸付金残高の比率は1.2％であり、また、い
わゆる不良債権に該当するものはありません。すべて保険
約款貸付であり、一般的な融資によるものではありません。
110ページに「V.5.保険業法に基づく債権の状況」を掲載し
ていますので、ご参照ください。

639億円

貸付金残高

生命保険会社が将来の保険金などの支払いを着実に行うた
め、お客さまからお支払いいただいた保険料や運用収益な
どを財源として積み立てる準備金の残高のことです。

4兆5,163億円

責任準備金残高

格付投資情報センター（R&I）
保険金支払能力格付け

AA
当社の格付け（2025年7月1日現在）

経営の健全性を判断するための指標の一つで、大災害や株
の大暴落といった通常の予測を超えて発生するリスクに対応
できる支払余力がどれだけあるかを表したものです。
前年度末比で減少したものの、引き続き十分な水準のソル
ベンシー・マージン比率を維持しています。111ページに

「V.7.保険金等の支払能力の充実の状況（ソルベンシー・
マージン比率）」を掲載していますので、ご参照ください。

654.0%

ソルベンシー・
マージン比率 ＝ ソルベンシー・マージン総額

1／ 2 × リスクの合計額
× 100

項　目 2023年度 2024年度

ソルベンシー・
マージン総額（A） 355,345 273,728

リスクの合計額（B） 76,569 83,701

ソルベンシー・
マージン比率

928.1% 654.0％

（単位：百万円）

（A）
（1/2）  ×   （B）

× 100

ソルベンシー・マージン比率

「逆ざや」状態ではありません。

経常利益
506億円 ＝ 基礎利益

484億円
キャピタル損益

26億円
臨時損益
△4億円

+ +


